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90060 2008/
11/25

80719 Ｅ型肝
炎

Transfusion
2008; 48: 1368-
1375

2004年9月20日に39歳日本人男性から献血された血液はALT高
値のため不適当とされ、HEV陽性であった。当該ドナーの遡及調
査の結果、9月6日にも献血を行い、HEV RNAを含有する血小板
が輸血されていた。当該ドナーと親戚は8月14日にブタの焼肉を
食べており、父親は9月14日に急性肝炎を発症し、Ｅ型劇症肝炎
で死亡した。他に7名がHEV陽性であった。レシピエントは輸血22
日目にALTが上昇し、HEVが検出された。

7

/ 型肝 に同じ90040 2008/
10/24

80645 Ｅ型肝
炎

Vox Sanguinis
2008;
95(Suppl.1):
282-283

2005年の中国の4都市(Beijing、Urmuchi、Kunmingおよび
Guangzhou)における供血検体のHEV感染率を調べた。その結
果、ルーチン検査（抗HCV、抗HIV1/2、HBsAg、梅毒およびALT)
陰性供血者の約1%は抗HEV IgMまたはHEV Ag陽性で、HEV感染
の可能性があった。また、ALTスクリーニングは中国のHEV感染
血排除に役立つ可能性があった。

8

/ 型肝 年の中国の 都市( および/ 型肝 に同じ/ 型肝 に同じ/ 型肝 に同じ/ 型肝 に同じ90013 2008/
09/29

80516 Ｅ型肝
炎

第56回日本輸
血・細胞治療学
会総会　2008年
4月25-27日　O-
026

北海道地区において現行プールNATスクリーニングの残量を用い
てTaqMan RT-PCR法によるHEV NATスクリーニングを行った。陽
性献血者85例について追跡調査および遡及調査などを行なっ
た。陽性献血者の多くは動物内臓肉を食してHEVに感染したと考
えられる新規感染者で、GenotypeはG3が多かった。多くは症状が
現れないまま抗体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の
経過をたどった。

/ 型肝 第 回日本輸 北海道地区におい 現行プ クリ グの残量を用い/ 型肝 第 回日本輸 北海道地区におい 現行プ クリ グの残量を用い/ 型肝 第 回日本輸 北海道地区におい 現行プ クリ グの残量を用い/ 型肝 第 回日本輸 に同じ/ 型肝 第 回日本輸 に同じ/ 型肝 第 回日本輸 に同じ/ 型肝 第 回日本輸 に同じ90014 2008/
09/29

80517 HIV ABC Newsletter
2008; No.26
2008年7月4日

米国医師会(AMA)は、男性同性愛行為を行った男性（MSM)の供
血延期期間を生涯としている連邦の方針を5年間に変更すること
を支持するという声明を採択した。AMAはこの新方針をFDAに通
告し、この方針を推し進めるグループと協力していく。FDAは1977
年以降、MSMの供血を生涯延期することを血液事業者に要求し
ているが、アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい
る。

9

/ 米国医師会( )は 男性同性愛行為を行 た男性（ )の供/ 米国医師会( )は 男性同性愛行為を行 た男性（ )の供/ に同じ/ に同じ/ に同じ/ に同じ/ 米国医師会( )は 男性同性愛行為を行 た男性（ )の供90013 2008/
09/29

80516 HIV AIDS 2007; 21:
2351-2353

フランスの新規HIV診断例におけるHIV-2およびHIV-1グループO
型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月に10184例のHIV
新規診断症例が報告されたが、HIV-2およびHIV-1グループO型
感染の割合は、各々、1.8%および0.1%であった。これらの症例のほ
とんどは、異性との接触により感染した流行地域出身の患者で
あった。HIV-2感染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ
系男性であった。

/ ラ の新規 診断例における および グ プ/ ラ の新規 診断例における および グ プ/ ラ の新規 診断例における および グ プ/ に同じ/ に同じ/ に同じ/ に同じ90014 2008/
09/29

80517 アメリ
カ・トリ
パノ
ソーマ
症

Clin Infect Dis
2008; 46: e44-47

血液製剤の輸血によりシャーガス病に感染し、死亡したスペイン
人患者の寄生虫学的、血清学的疾患経過、ならびに供血者の調
査の報告である。患者は白血病の既往があり、176名以上の供血
者由来の輸血を受けていた。臍帯血移植のための免疫抑制状態
で、寄生虫が血液脳関門を通過して神経系に感染したことが確認
された。特定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者
は、免疫抑制剤治療実施前に、抗Trypanosoma cruzi抗体のスク
リーニングを受けるべきである。

3/15
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Ｎｏ．

90014 2008/
09/29

80517 アメリ
カ・トリ
パノ
ソーマ
症

Vox Sanguinis
2008;
95(Suppl.1): 39

米国で全供血者を対象にしたTripanosoma Cruzi検査が導入され
た2007年1月30日以降、最初の10ヶ月間、供血者の調査を行っ
た。適合供血のうちELISA法で反復陽性(RR)となったのは
0.013%(90/651471）で、そのうちRIPA陽性は34%(28/82）で、陽性
確認率は0.0043%であった。全供血のスクリーニングは費用対効
果が低く、出生地と初回供血者に絞った対策の検討が示唆され
た。

10

/ メリ 米国 全供血者を対象にした 検査が導入され/ メリ に同じ90013 2008/
09/29

80516 インフ
ルエン
ザ

AABB Weekly
Report 2008年2
月29日

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの作業部会
は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り扱いを認めるよう2
月14日にFDAに対し要望書を送付した。パンデミック時には適格
な供血者数が制限されることが予想されるため、全血および赤血
球採取の間隔を短くすることが最も有効であるとしている。

/ イ イ ザパ デミ クと血液供給に関する の作業部会/ イ イ ザパ デミ クと血液供給に関する の作業部会/ イ イ ザパ デミ クと血液供給に関する の作業部会/ イ に同じ/ イ に同じ/ イ に同じ/ イ に同じ90013 2008/
09/29

80516 インフ
ルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2007; 13: 1865-
1870

カナダの共同農場で生活していた7ヶ月齢の乳児から、
A/Canada/1158/2006と名づけられたブタインフルエンザAウイル
ス(H3N2)が単離された。この農場のメンバー90名の内54名で同ウ
イルスに対する血清学的検査を行ったところ、54名中9名が陽性
であった。また、ブタ10頭のうち1頭で血清陽性が明らかになった。
ブタインフルエンザウイルス株は効率的にヒトからヒトへ伝染する
形に適応または交雑することから、インフルエンザ流行への備え
の一環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきであ
る。

/ イ カナダの共同農場 生活し いた 月齢の乳児から90013 2008/
09/29

80516 インフ
ルエン
ザ

Vox Sanguinis
2008; 95(Suppl.
1): 40

米国におけるパンデミックインフルエンザの血液供給に対する影
響をシミュレーションした。3ヶ月間の血液供血量が50%減少した場
合、血液需要に制限がない場合は在庫のほとんどを使い尽くした
が、血液の使用を必要最低限に制限した場合は在庫がなくなるこ
とはなかった。

11

/ イ 米国におけるパ デミ クイ ザの血液供給に対する影/ イ 米国におけるパ デミ クイ ザの血液供給に対する影/ イ 米国におけるパ デミ クイ ザの血液供給に対する影/ イ に同じ/ イ に同じ/ イ に同じ/ イ に同じ90018 2008/
09/29

80523 ウイル
ス感染

AIDS Res Hum
Retroviruses
2007; 23: 1330-
1337

Simian Foamy Virus (SFV)感染した男性7名を長期間追跡調査し
た。男性は非ヒト霊長類と接触する職業であった。男性の全ての
末梢血単核球(PBMC)からプロウイルスDNAが検出され、口腔や
尿生殖検体から検出されることもあった。長期間（中央値20年）の
性的曝露にかかわらず妻たちは陰性であった。特異的な臨床症
状は報告されなかった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾
患やヒト-ヒト感染を特定できなかった。

90007 2008/
09/26

80498 ウイル
ス感染

Emerg Infect Dis
2008; 14: 834-
836

カナダにおいて、Saffoldウイルスに関連するカルジオウイルス分
離株が呼吸器症状を有する3名の小児の鼻咽頭吸引物から検出
された。Can112051-06分離株のポリプロテイン配列は、Saffoldウ
イルスと91.2%のアミノ酸同一性を有した。しかし、ウイルス表面の
EF及びCDのループは、かなり異なっていた。

/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ カナダにおい ウイ に関連するカ ジオウイ 分/ ウイ カナダにおい ウイ に関連するカ ジオウイ 分/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ90045 2008/
10/29

80668 ウイル
ス感染

Lancet Infect
Dis 2008; 8: 355

ボリビア、ペルーおよび米国CDCのチームはボリビアの出血熱の
致死症例から新規のアレナウイルスを発見し、Chapare virusと名
付けられた。また、ウガンダでは赤オナガザルで新型ポックスウイ
ルスの可能性があるウイルスが発見された。これら野生動物のウ
イルスがヒトへの感染能を獲得し、重篤な疾患を引き起こす可能
性がある。

12

/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ
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90003 2008/
09/26

80493 ウイル
ス感染

PLoS Pathogens
2008; 4:
e1000047

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月にボリビア
のCochabamba付近で発生した。1死亡例から検体を入手し、患者
血清検体から非細胞障害性ウイルスを単離し、アレナウイルスと
同定した。RT-PCR分析、並びにS及びL RNAセグメント配列の解
析の結果、このウイルスはサビアウイルスに最も近縁であるが、
新規のウイルスであることが示された。我々はこのウイルスを
Chapareウイルスと命名することを提案する。

/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ 出血熱症例の小さな流行が 年 月と 年 月にボリビ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ 出血熱症例の小さな流行が 年 月と 年 月にボリビ/ ウイ 出血熱症例の小さな流行が 年 月と 年 月にボリビ/ ウイ 出血熱症例の小さな流行が 年 月と 年 月にボリビ/ ウイ に同じ/ ウイ 出血熱症例の小さな流行が 年 月と 年 月にボリビ/ ウイ 出血熱症例の小さな流行が 年 月と 年 月にボリビ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ 出血熱症例の小さな流行が 年 月と 年 月にボリビ/ ウイ 出血熱症例の小さな流行が 年 月と 年 月にボリビ/ ウイ 出血熱症例の小さな流行が 年 月と 年 月にボリビ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ 出血熱症例の小さな流行が 年 月と 年 月にボリビ/ ウイ に同じ90052 2008/
11/14

80708 ウイル
ス感染

Proc Natl Acad
Sci USA 2008;
105: 14124-
14129

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウイルスマ
イクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウイルスを同定し
た。系統遺伝学的分析から、このウイルスはTheilerのネズミ脳脊
髄炎ウイルス亜型に属し、Ｓａｆｆｏｌｄウイルスと最も近縁であった。
また、胃腸疾患患者群498名から得た751例の糞便検体中6検体
からカルディオウイルスが検出された。

13

/ ウイ イ ザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から 汎ウイ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ イ ザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から 汎ウイ90013 2008/
09/29

80516 ウイル
ス感染

ProMED-
mail20080218.06
45

2008年1月21日、Braziliaで32歳の男性が黄熱のため死亡した。こ
れは、ブラジルにおける15人目の黄熱死亡患者である。Mato
Grossoでも1名の感染と死亡が確認された。パラグアイ保健当局
は首都Asuncionの病院で集中治療を受けていた39歳の女性が
2008年2月16日に死亡したと発表した。同国ではこれまでに、少な
くとも6名が黄熱によって死亡した。多くの市民がワクチン投与を
求めて病院に殺到している。

/ ウイ 年 月 日 歳の男性が黄熱のため死亡した90013 2008/
09/29

80516 ウイル
ス感染

ProMED-
mail20080720.22
01

オーストラリアBrisbaneの動物病院のスタッフが致死性のヘンドラ
ウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感染したウマ数頭
を治療後、感染した。前回のアウトブレイクは1994年で調教師1名
とウマ14頭が死亡した。同ウイルスがヒト-ヒト感染するとのエビデ
ンスはなく、拡大する危険性はない。

14

/ ウイ オ トラリ の動物病院の タ が致死性の ドラ/ ウイ オ トラリ の動物病院の タ が致死性の ドラ/ ウイ オ トラリ の動物病院の タ が致死性の ドラ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ90007 2008/
09/26

80498 ウイル
ス感染

Transfusion
2008; 48: 1180-
1187

米国テキサス南東部の健康な成人ドナー100名の血液中のヒトヘ
ルペスウイルス(HHV)陽性率とウイルスDNA量をRT-PCRにより
調べた。その結果、HSV-1、HSV-2、VZV及びHHV-8 DNAはどの
検体からも検出されなかった。一方、EBVは72%、HHV-7は65%、
HHV-6は30%、CMVは1%に検出された。また、1名の血液から6.1
×10^7geq/mｌを超えるHHV-6 Type Bが検出されたが、健常者に
おける異常な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思
われる。

15

/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ 米国テキサ 南東部の健康な成人ドナ 名の血液中のヒト/ ウイ 米国テキサ 南東部の健康な成人ドナ 名の血液中のヒト/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ
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血対ID
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番号
感染症
(PT)

出典 概要
新出
文献
Ｎｏ．

90054 2008/
11/14

80710 ウイル
ス感染

WHO/EPR 2008
年10月13日

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナウイル
ス科のウイルスが原因あることが、NICDおよびCDCで行われた検
査の結果明らかとなった。このウイルスに関する詳細な分析が継
続されている。一方、南アフリカでは患者と密接に接触した看護師
が感染し、入院中である。

16

90036 2008/
10/24

80638 ウイル
ス性脳
炎

ProMED-
mail20080828.26
97

インド東部のウッタルプラデシ州で小児を死亡させている原因不
明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより急性脳炎症候群
と診断された。同州の13の地区では、数週間におよそ800人の患
者が発生し150人が死亡したと報告され、その数は増加すると見
られている。血液検査で日本脳炎陽性となった患者は5%以下で
あった。日本脳炎とエンテロウイルスとの混合感染の可能性につ
いて調査中である。

17

/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ に同じ/ ウイ イ ド東部のウ タ プラデシ州 小児を死亡させ いる原因不/ ウイ イ ド東部のウ タ プラデシ州 小児を死亡させ いる原因不90018 2008/
09/29

80523 ウエス
トナイ
ルウイ
ルス

J Med Virol
2008; 80: 557-
563

中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス(WNV)の潜在的脅
威を調べた。ドイツ人供血者14437名由来の検体中0.03%が抗
WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の検体をWNV NAT法を
用いてWNV-RNAの有無を調べた結果、全て陰性であった。米国
由来血漿プールではWNV-RNAがしばしば検出されたが、ヨーロッ
パやアジア由来のプールからは検出されなかった。また、血漿製
剤製造過程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証
されることが明らかとなった。

90013 2008/
09/29

80516 ウエス
トナイ
ルウイ
ルス

Rev Panam
Salud Publica
2006; 19: 112-
117

文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリブ海地域のウ
エストナイルウイルス(WNV)感染の現状をまとめた。WNV感染は
2001年にCayman諸島とFlorida Keysの住民で見られ、2002～
2004年にジャマイカ、メキシコなど周辺地域で動物や鳥類での感
染が確認されている。しかし、疾患報告数は少ない。この不可解
な熱帯生態系でのウイルス減弱または他の可能性を検討するた
めには分離株が必要である。

18

/ ウ 文献および未発表デ タから ラテ メリカやカリブ海地域のウ/ ウ 文献および未発表デ タから ラテ メリカやカリブ海地域のウ/ ウ 文献および未発表デ タから ラテ メリカやカリブ海地域のウ/ ウ に同じ/ ウ に同じ/ ウ に同じ/ ウ に同じ90013 2008/
09/29

80516 コン
ゴ・クリ
ミア出
血熱

ProMED-
mail20080709.20
92

2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよびSamsunの病院で
ダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱により3名が死亡し、
この2ヶ月での死者数は37名となった。保健省はダニに注意する
よう呼びかけ、咬まれた場合は決して手でつぶさずに、医師にピ
ンセットで注意深く取り除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨
している。

19

/ 年 月 日 ト の および の病院/ 年 月 日 ト の および の病院/ 年 月 日 ト の および の病院/ に同じ/ に同じ/ に同じ/ に同じ90014 2008/
09/29

80517 サルモ
ネラ

CDC 2008年7月
8日

CDCは関係機関と協力して複数の州で発生したサルモネラ血清
型セントポールのアウトブレイクを調査している。生のトマトの摂食
が原因と考えられている。2008年4月以降2008年7月7日までに、
米国の41の州、ワシントンD.C.およびカナダで991名の患者が同じ
遺伝子パターンのサルモネラ血清型セントポールに感染したこと
が確認された。

20

/ サ 年 月 は関係機関と協力し 複数の州 発生したサ ネラ血清/ サ 年 月 に同じ
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血対ID
受理
日

番号
感染症
(PT)

出典 概要
新出
文献
Ｎｏ．

90040 2008/
10/24

80645 チクン
グニヤ
ウイル
ス感染

Transfusion
2008; 48: 1333-
1341

2005年から2007年に、チクングニヤウィルス（CHIKV）はレユニオ
ン島で大流行し、供血は2006年1月に中断された。大流行中のウ
イルス血症血供血の平均リスクは、10万供血あたり132と推定さ
れた。2006年2月の最流行時におけるリスクは、10万供血あたり
1500と最高であった。この期間中、757000人の住民のうち推定
312500人が感染した。2006年1月から5月の平均推定リスク(0.7%)
は、CHIKV NAT検査による血小板供血のリスク(0.4%)と同じオー
ダーであった。

21

/ チク 年から 年に チク グ ヤウ （ ）は オ/ チク に同じ/ チク に同じ/ チク に同じ/ チク に同じ90007 2008/
09/26

80498 手足口
病

WHO
Represetative
Office in China
2008年5月19日

2008年3月下旬、中国Anhui省Fuyang市で未就学児3名が重症の
肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15名の小児が同
様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテロウイルス71による手
足口病と確定された。同市では、3月1日から5月9日の間に、6,049
例報告され、353例が重篤で、22例が死亡した（致死率0.4%）。患
者数は、4月の初めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月
5日以後減少した。

/ 手足 に同じ/ 手足 に同じ/ 手足 年 月下旬 中国 省 市 未就学児 名が重症の/ 手足 に同じ/ 手足 に同じ/ 手足 に同じ/ 手足 に同じ90013 2008/
09/29

80516 デング
熱

Hong Kong Med
J 2008; 14: 170-
177

1998～2005年に香港の公立病院に入院したデング確定患者全員
の医療記録をレトロスペクティブに検討した。126例中123例(98%)
がデング熱、3例(2%)がデング出血熱であった。1例が輸血により
感染したデング熱であった。116例が輸入症例、10例が地域症例
であった。デングウイルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順
であった。死亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少など
を示す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含めるべき
である。

22

/ デ グ 年に香港の公立病院に入院したデ グ確定患者全員/ デ グ 年に香港の公立病院に入院したデ グ確定患者全員/ デ グ 年に香港の公立病院に入院したデ グ確定患者全員/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ90020 2008/
09/29

80525 デング
熱

Transfusion
2008; 48: 1342-
1347

高力価の培養デングウイルス　セロタイプ2をアルブミンおよび免
疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分画、陽イオン交換
クロマトグラフィー、低温殺菌、S/D処理およびウイルスろ過）前の
検体に加え、各工程での同ウイルスのクリアランスをVero E6細胞
培養におけるTCID50アッセイおよびRT-PCRで測定した。その結
果、全ての工程が不活化・除去に有効であることが示された。

23

/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ/ デ グ 高力価の培養デ グウイ セ タイプ を ブミ および免/ デ グ に同じ/ デ グ 高力価の培養デ グウイ セ タイプ を ブミ および免/ デ グ 高力価の培養デ グウイ セ タイプ を ブミ および免/ デ グ 高力価の培養デ グウイ セ タイプ を ブミ および免/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ/ デ グ 高力価の培養デ グウイ セ タイプ を ブミ および免/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ/ デ グ 高力価の培養デ グウイ セ タイプ を ブミ および免/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ90040 2008/
10/24

80645 デング
熱

Transfusion
2008; 48: 1348-
1354

2005年9月20日～12月4日のプエルトルコの米国赤十字における
すべての供血16521検体中のデングウイルス(DENV) RNAを
TMA(transcription-mediated amplification)法で測定したところ、12
検体(0.07%)がTMA陽性であった。4検体は、RT-PCR（DENVセロタ
イプ2および3）陽性であった。RT-PCR陽性4検体中3検体でウイ
ルスを培養することができた。TMA陽性12検体中1検体がIgM陽性
であった。1：16に希釈した場合は5検体のみTMA陽性であった

24

/ デ グ 年 月 日 月 日のプ ト の米国赤十字における/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ/ デ グ に同じ
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血対ID
受理
日

番号
感染症
(PT)

出典 概要
新出
文献
Ｎｏ．

90045 2008/
10/29

80668 鳥イン
フルエ
ンザ

N Engl J Med
2008; 358: 2573-
2584

細胞培養で製造したH5N1鳥インフルエンザワクチンのPhase 1お
よび2試験を行った。その結果、大多数の被験者においてアジュ
バントなしの7.5μgまたは15μgのヘマグルチニン抗原を含有する
ワクチンの2回接種が、様々なH5N1ウイルス株に対するする中和
抗体の合成を誘発することが示された。注射部位での軽度の痛
みと頭痛が主な有害反応であった。このワクチンが有用であるこ
とが示唆された。

25

/ 鳥イ に同じ/ 鳥イ に同じ90018 2008/
09/29

80523 鳥イン
フルエ
ンザ

Proc Natl Acad
Sci USA 2008;
105: 7558-7563

ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイルスの
受容体結合能およびフェレットモデルにおける感染性を調べた。
その結果、2004年にカナダで分離されたH7N3型、2002-2003年に
米国北東部で分離されたH7N2型はα2-6結合シアル酸に対する
親和性を高めたHAを保有していた。また2003年にニューヨークの
男性から分離された低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効
率的に増殖し、直接接触で感染できることが確認された。

/ 鳥イ ラシ および北米系統の 型トリイ ザウイ の/ 鳥イ に同じ/ 鳥イ に同じ/ 鳥イ ラシ および北米系統の 型トリイ ザウイ の/ 鳥イ に同じ/ 鳥イ ラシ および北米系統の 型トリイ ザウイ の/ 鳥イ ラシ および北米系統の 型トリイ ザウイ の/ 鳥イ に同じ/ 鳥イ に同じ90014 2008/
09/29

80517 バベシ
ア症

American
Society for
Microbiology
108th General
Meeting　2008年
6月1-5日、
Boston

米国中南部では稀な輸血によると考えられるBabesia microti感染
症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血球輸血後、吐き気と
発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死亡した。血液塗抹標本で赤
血球の5～15％にトロフォゾイト（栄養体）があった。患者血液検体
中でBabesiaは形態学的に確認され、PCRでB. microti陽性であっ
た。輸血された製剤の供血者のうち1名がB. microti陽性であっ
た。

/ バベシ 米国中南部 は稀な輸血によると考えられる 感染/ バベシ に同じ90018 2008/
09/29

80523 バベシ
ア症

Blood 2007;
110(11, Part 1):
853

米国コネチカット州での輸血によるBabesia microti感染の危険性
を評価するため、2004-2007年に収集されたドナーとレシピエント
の保存検体を検査した。その結果、45回の赤血球輸血を受けて
いた患者1例でBabesia microti感染が確認されたが、血清検体陽
性の　ドナーを特定することはできなかった。危険性は1920回の
赤血球輸血で0例または1例と計算された。

/ バベシ 米国 ネチカ ト州 の輸血による 感染の危険性/ バベシ に同じ/ バベシ に同じ/ バベシ 米国 ネチカ ト州 の輸血による 感染の危険性/ バベシ に同じ/ バベシ 米国 ネチカ ト州 の輸血による 感染の危険性/ バベシ 米国 ネチカ ト州 の輸血による 感染の危険性/ バベシ に同じ/ バベシ に同じ90045 2008/
10/29

80668 パルボ
ウィル
ス

Biotechnol Prog
2008; 24: 554-
560

レジン上に3量体ペプチドを結合し、PBSまたは血漿溶液に添加し
たブタパルボウイルス(PPV)への選択的な結合能を有するペプチ
ドをスクリーニングした。その結果、WRW（トリプトファン-アルギニ
ン-トリプトファン）結合レジンは7.5%ヒト血漿中のPPVを検出限界
以下に除去することができた。

26

/ パ ボ に同じ/ パ ボ に同じ90003 2008/
09/26

80493 パルボ
ウィル
ス

FDA/CBER
2008年7月　業
界向けガイダン
ス（案）

血漿由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低減するた
めの核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス案が示された。全
ての血漿由来製剤について、製造プール中のパルボウイルスB19
DNAのウイルス負荷を確実に10000 IU/ml未満とするため、製造
過程の品質管理検査としてNATを実施すべきである。ミニプール
中でのNATの感度は少なくとも1000000 IU/mlとするべきである。
これらの基準を超えるものは使用してはならない。

27

/ パ ボ / に同じ/ パ ボ / に同じ/ パ ボ / 血漿由来製品によるパ ボウイ 伝播リ クを低減するた/ パ ボ / に同じ/ パ ボ / に同じ/ パ ボ / 血漿由来製品によるパ ボウイ 伝播リ クを低減するた/ パ ボ / に同じ/ パ ボ / 血漿由来製品によるパ ボウイ 伝播リ クを低減するた/ パ ボ / 血漿由来製品によるパ ボウイ 伝播リ クを低減するた/ パ ボ / に同じ/ パ ボ / に同じ/ パ ボ / に同じ/ パ ボ / に同じ/ パ ボ / 血漿由来製品によるパ ボウイ 伝播リ クを低減するた/ パ ボ / に同じ
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血対ID
受理
日

番号
感染症
(PT)

出典 概要
新出
文献
Ｎｏ．

90013 2008/
09/29

80516 パルボ
ウィル
ス

Transfusion
2008; 48: 1036-
1037

大阪における1997-1999年の献血者979052名中102名がヒトパル
ボウイルスB19感染者であった。B19感染者のうち20名のB19
DNA、IgGおよびIgMを長期間フォローアップしたところ、B19持続感
染が観察されたが、B19感染の症状を報告した者はいなかった。
B19急性感染後の血漿ウイルス力価は約1年で10⁴IU/mL未満、約
2年で10³IU/mL未満まで下がることが示された。

/ パ ボ 大阪における 年の献血者 名中 名がヒトパ/ パ ボ 大阪における 年の献血者 名中 名がヒトパ/ パ ボ 大阪における 年の献血者 名中 名がヒトパ/ パ ボ に同じ/ パ ボ に同じ/ パ ボ に同じ/ パ ボ に同じ90045 2008/
10/29

80668 パルボ
ウィル
ス

Transfusion in
press

3つの血液凝固因子製剤(第VIII因子インヒビター-バイパス活性、
第IX因子複合体および第VII因子）の製造工程においてSTIM-4蒸
気加熱処理を用いた不活性化処理を行い、ヒトパルボウイルス
B19(B19V)とマウス微小ウイルス(MMV)間で不活性化効果の比較
を行った。その結果、血液凝固因子製剤の中間体の種類に関わ
らず、試験に用いたB19V(遺伝子型1型、2型）はいずれもMMVと
比較して効果的に不活性化された。

/ パ ボ に同じ/ パ ボ に同じ90013 2008/
09/29

80516 ハンタ
ウイル
ス

Emerg Infect Dis
2008; 14: 808-
810

スウェーデンにおけるPuumalaウイルスの予期せぬ大規模アウト
ブレイクにより、2007年のVästerbotten地方の流行性腎症患者の
数は100,000人当り313人に至った。齧歯類の増加の他、気候温
暖化および地表を覆う積雪の減少により、ウイルスを媒介するハ
タネズミの活動が活発だったことが、当該アウトブレイクの一因で
あろうと考えられる。

/ タ ウ デ における ウイ の予期せぬ大規模 ウト/ タ ウ デ における ウイ の予期せぬ大規模 ウト/ タ ウ デ における ウイ の予期せぬ大規模 ウト/ タ に同じ/ タ に同じ/ タ に同じ/ タ に同じ/ タ ウ デ における ウイ の予期せぬ大規模 ウト90007 2008/
09/26

80498 ヒトポ
リオー
マウイ
ルス感
染

Science 2008;
319: 1096-1100

メルケル細胞癌(MCC)検体をdigital transcriptome subtraction法
を用いて検査し、新種のポリオーマウイルスを同定し、メルケル細
胞ポリオーマウイルス(MCVまたはMCPyV)と命名した。このウイ
ルスはMCC腫瘍10検体中8例(80%)で検出されたが、対照組織検
体では59例中5例(8%)、対照皮膚組織検体では25例中4例(16%)で
しか検出されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が
示唆された。

/ ヒトポ に同じ/ ヒトポ に同じ90014 2008/
09/29

80517 ブルセ
ラ症

Clin Infect Dis
2008; 46: e131-
136

急性ブルセラ症患者39名の血液検体中のBrucella DNAの存在を
RT PCR法により調べた。その結果、治療終了時では87%、治療完
了後6ヶ月では77%、治療後2年を過ぎても70%の患者で、無症候性
であるにもかかわらず、Brucella DNAが検出された。適切な治療
を行い、回復したように見えても、Brucella DNAは存続する。ブル
セラ菌は除去不可能な持続性の病原体である。

28

/ ブ セ 急性ブ セラ症患者 名の血液検体中の の存在を/ ブ セ に同じ90014 2008/
09/29

80517 ペスト Emerg Infect Dis
2007; 13: 1459-
1462

2003年6月から7月にアルジェリアOran地区においてペストの集団
感染が発生した。同国では、この疾患は50年以上報告されていな
かった。腺ペスト症例18名が特定され、Yersinia pestisが6名から
分離された。初発患者を除き、全員が回復した。標的予防的化学
療法、衛生、ベクターコントロールが、感染制御上重要な役割を果
たした。疫学的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の
保菌動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特定
できなかった。

9/15
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血対ID
受理
日

番号
感染症
(PT)

出典 概要
新出
文献
Ｎｏ．

90014 2008/
09/29

80517 リケッ
チア症

Emerg Infect Dis
2008; 14: 1019-
1023

ネコノミが媒介するRickettsia felis感染症のヒト症例は世界中で報
告されている。症状は発疹熱やデング熱などに類似しており、実
際よりも少なく推定されている可能性が高い。ヒトの健康を脅かす
感染症として今後調査が必要である。

29

/ リケ ネ ノミが媒介する 感染症のヒト症例は世界中 報/ リケ に同じ90010 2008/
09/26

80501 リケッ
チア症

ProMED-
mail20080728.23
06

オランダ・ブラバント州の公衆衛生局が行った調査でQ熱の症例
報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで491症例が報告さ
れている。感染症管理センター長によると、実際の感染者数は報
告された症例数の10倍であると思われる。2007年まではQ熱はオ
ランダではほとんど存在しなかった。

30

/ リケ に同じ/ リケ に同じ/ リケ オラ ダ ブラバ ト州の公衆衛生局が行 た調査 熱の症例/ リケ に同じ/ リケ に同じ/ リケ に同じ/ リケ オラ ダ ブラバ ト州の公衆衛生局が行 た調査 熱の症例/ リケ オラ ダ ブラバ ト州の公衆衛生局が行 た調査 熱の症例90003 2008/
09/26

80493 ﾘﾝﾊﾟ性
脈絡髄
膜炎

boston.com 2008
年5月13日

2008年5月12日の保健当局発表によると、ボストンの病院で検出
が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移植された70歳女
性が死亡し、57歳男性が危篤である。ドナーと患者2名の検体を
CDCが検査したところ、全員、リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス
(LCMV)陽性であり、ドナーからの伝播であったことが確認された。
移植前にはエイズウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行った
が、LCMVの検査は行っていなかった。

/ ﾘ ﾟ性 に同じ/ ﾘ ﾟ性 に同じ/ ﾘ ﾟ性 年 月 日の保健当局発表によると ボ ト の病院 検出/ ﾘ ﾟ性 に同じ/ ﾘ ﾟ性 年 月 日の保健当局発表によると ボ ト の病院 検出/ ﾘ ﾟ性 に同じ90003 2008/
09/26

80493 ﾘﾝﾊﾟ性
脈絡髄
膜炎

N Engl J Med
2008; 358
10.1056/NEJMo
a073785

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例が移植
後4-6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原因不明であった
が、2例のレシピエントの移植肝および腎から得られたRNAを偏り
のない迅速シークエンシングで解析することにより、ﾘﾝﾊﾟ性脈絡髄
膜炎に関係する新規のアレナウイルスが原因であることが明らか
となった。レシピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウ
イルスが検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。

/ ﾘ ﾟ性 に同じ/ ﾘ ﾟ性 に同じ90007 2008/
09/26

80498 ﾘﾝﾊﾟ性
脈絡髄
膜炎

N Engl J Med
2008; 358: 991-
998

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例が移植
後4-6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原因不明であった
が、2例のレシピエントの移植肝および腎から得られたRNAを偏り
のない迅速シークエンシングで解析することにより、ﾘﾝﾊﾟ性脈絡髄
膜炎に関係する新規のアレナウイルスが原因であることが明らか
となった。レシピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウ
イルスが検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。

/ ﾘ ﾟ性 に同じ/ ﾘ ﾟ性 に同じ/ ﾘ ﾟ性 オ トラリ 人のドナ から臓器移植を受けた 例が移植/ ﾘ ﾟ性 オ トラリ 人のドナ から臓器移植を受けた 例が移植90010 2008/
09/26

80501 レプト
スピラ
症

Infect Genet
Evol 2008,
doi:10.1016

コスタリカにおいて、レプトスピラ症の入院患者から分離されたレ
プトスピラは、Javanica血清群型に分類される新しい血清型で、
Arenalと命名された。同じ地区の重症患者から分離された株も同
じ血清型であったことから、この株は、この地域に流行する新規の
高病原性の血清型であると考えられた。

/ プト に同じ/ プト に同じ
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出典 概要
新出
文献
Ｎｏ．

90036 2008/
10/24

80638 レプト
スピラ
症

Infect Genet
Evol 2008; 8:
529-533

コスタリカにおいて、レプトスピラ症の入院患者から分離されたレ
プトスピラは、Javanica血清群型に分類される新しい血清型で、
Arenalと命名された。同じ地区の重症患者から分離された株も同
じ血清型であったことから、この株は、この地域に流行する新規の
高病原性の血清型であると考えられた。

/ プト に同じ/ プト に同じ/ プト に同じ/ プト タリカにおい プト ピラ症の入院患者から分離された/ プト タリカにおい プト ピラ症の入院患者から分離された90029 2008/
10/21

80614 異型ク
ロイツ
フェル
ト・ヤコ
ブ病

American
Society of
Hematology/Pre
ss Releases
2008年8月28日

Blood誌のprepublished onlineに掲載されたヒツジにおける研究に
よると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど高い。エジンバラ
大学で行われた9年間の研究は、BSEまたはスクレイピーに感染
したヒツジからの輸血による疾病伝播率を比較した。その結果、
BSEおよびスクレイピーとも輸血によりヒツジに効率よく伝播され
た。症状を呈する前のドナーから採取された血液によっても伝播
することが示された。

31

/ 異型ク 誌の に掲載されたヒ ジにおける研究に/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク 誌の に掲載されたヒ ジにおける研究に/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ90007 2008/
09/26

80498 異型ク
ロイツ
フェル
ト・ヤコ
ブ病

Ann Neurol
2008; 63: 697-
708

米国の国立プリオン病病因調査センターに2002年5月から2006年
1月に紹介された患者11名(平均発症年齢62歳）を調べたところ、
海綿状変性の型、PrP免疫染色パターンおよびマイクロプラーク
の存在が、既知のプリオン病とは異なり、通常の方法では典型的
なプロテアーゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプ
ロテアーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プリオ
ン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多い可
能性がある。

32

/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク 国立プリオ 病病因調査セ タ の患者 名(平均発症年齢/ 異型ク 国立プリオ 病病因調査セ タ の患者 名(平均発症年齢/ 異型ク 国立プリオ 病病因調査セ タ の患者 名(平均発症年齢/ 異型ク 国立プリオ 病病因調査セ タ の患者 名(平均発症年齢/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク 米国の国立プリオ 病病因調査セ タ に 年 月から 年/ 異型ク 米国の国立プリオ 病病因調査セ タ に 年 月から 年/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ90055 2008/
11/19

80714 異型ク
ロイツ
フェル
ト・ヤコ
ブ病

Cell 2008; 134:
757-768

マウスPrPScと混合させることによって折り畳み異常が起こったハ
ムスターPrPCは、野生型ハムスターに対して感染性を起こす新規
なプリオンを生成した。同様の結果は、反対方向でも得られた。
PMCA増幅を繰り返すとin vitro産生プリオンの順応が起こる。こ
のプロセスは、in vivoでの連続継代に観察される株の安定化を暗
示させる。種の壁と株の生成がPrP折り畳み異常の伝播によって
決定されることが示唆される。

33

/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ90045 2008/
10/29

80668 異型ク
ロイツ
フェル
ト・ヤコ
ブ病

dailypress.com
2008年4月11日

米国Portsmouthで、脳変性疾患を呈し死亡した女性の死因を、
vCJD疑いのため調査中である。MRIまたは脳スキャンの結果がア
トランタの疾病対策センターに送付され、バージニア大学および国
立プリオン病病因サーベイランスセンターで更に検査される。結果
が出るまでには数ヶ月を要すると思われる。

/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ90030 2008/
10/23

80632 異型ク
ロイツ
フェル
ト・ヤコ
ブ病

Emerg Infect Dis
2008; 14: 1406-
1412

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の尿にTSE
感染性があることが示された。これらの動物の腎臓と膀胱のホモ
ジネートは20000倍以上希釈してもTSE感染性があった。組織学
的、免疫組織化学的分析では、腎臓における疾患関連PrPの散
発的な沈着以外、炎症や病変は見られなかった。尿中のTSE感染
性が、自然のTSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性が
ある。

34

/ 異型ク ク イピ の臨床症状を呈する ム タ 匹の尿に/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク ク イピ の臨床症状を呈する ム タ 匹の尿に/ 異型ク ク イピ の臨床症状を呈する ム タ 匹の尿に/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ
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(PT)

出典 概要
新出
文献
Ｎｏ．

90013 2008/
09/29

80516 異型ク
ロイツ
フェル
ト・ヤコ
ブ病

J Virol 2008; 82:
3697-3701

非典型的BSE株の1つであるBASE(またはBSE-L)の感染性およ
びヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホモジネートを、
ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニック(Tg)マウスに接種し
たところ、60%が20-22ヶ月後に感染し、古典的BSEに関する報告
より高い感染率であった。BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病
因性プリオンのアイソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒ
トプリオン病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ
向性であった。

/ 異型ク 非典型的 株の ある (または )の感染性およ/ 異型ク 非典型的 株の ある (または )の感染性およ/ 異型ク 非典型的 株の ある (または )の感染性およ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ90045 2008/
10/29

80668 異型ク
ロイツ
フェル
ト・ヤコ
ブ病

Medgadget.com
2008年4月9日

カナダQuebecのProMetic Life Science社は血液中のvCJDプリオ
ンを除去する使い捨てフィルターを開発した。何百万ものペプチド
をスクリーニングし、プリオンに最も親和性のあるものを探し、市
販の樹脂に固定し、膜状にし、何層にも重ねた。本フィルターは汚
染血液からのプリオン除去が可能であった。また、フィルターで処
理したプリオン感染ハムスターの血液をプリオン非感染ハムス
ターに投与しても疾患は発現しなかった。

/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ90013 2008/
09/29

80516 異型ク
ロイツ
フェル
ト・ヤコ
ブ病

Microbiol
Immunol 2007;
51: 1221-1231

感染動物モデルにおいても、血中のPrPresは白血球を除きめった
に検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感度化学発光法と
を組み合わせることにより、プロテイナーゼK耐性3F4反応性タン
パクが、スクレイピー感染ハムスターの血漿中からは検出される
が、疑似感染ハムスターでは検出されないことが示された。血漿
中においてPrPresは他の血漿タンパクと糖鎖を通じて凝集してお
り、スクレイピー感染ハムスター血漿において検出可能となったこ
とが示唆された。

/ 異型ク 感染動物 デ におい も 血中の は白血球を除きめ た90030 2008/
10/23

80632 異型ク
ロイツ
フェル
ト・ヤコ
ブ病

PLoS ONE 2008;
3: e2878

野生型マウスおよびヒトPrPを発現しているトランスジェニックマウ
スに、輸血関連vCJD感染第1号症例由来の脳材料を接種し、輸
血によるヒト-ヒト間の2次感染後のvCJD病原体の性質について
調べた。その結果、潜伏期間、臨床症状、神経病理学的特徴およ
びPrP型について、vCJD(輸血）接種群はvCJD(BSE)接種群と類
似していた。vCJD病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な
変化が起こらないことが明らかとなった。

35

/ 異型ク 野生型 ウ およびヒト を発現し いるトラ ジ ク ウ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ90055 2008/
11/19

80714 異型ク
ロイツ
フェル
ト・ヤコ
ブ病

PLoS ONE 2008;
3: e3017

非定型BSE(BASE)に感染した無症候のイタリアの乳牛の脳ホモ
ジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接種サルは生存期
間が短く、古典的BSEまたはvCJD接種サルとは異なる臨床的展
開、組織変化、PrPresパターンを示した。感染牛と同じ国の孤発
性CJD患者でPrPが異常なウエスタンブロットを示す4例のうち3例
のPrPresに同じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における
高い病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連の可
能性が示唆された。

36

/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ
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出典 概要
新出
文献
Ｎｏ．

90007 2008/
09/26

80498 異型ク
ロイツ
フェル
ト・ヤコ
ブ病

Transfusion
2008; 48: 609-
619

ヒツジのリコンビナントPrP（rPrP）のヒツジにおける血　液クリアラ
ンスならびにスクレイピー関連フィブリル(SAF)静注後のPrPresへ
の曝露について調べた。rPrPのARR変異型は、VRQ変異型よりも
より早く除去された。また、PrPcのARR変異型のクリアランスが
VRQ変異型のクリアランスよりも大きいことが示唆された。rPrPの
血漿クリアランスは、両腎臓摘出後は52%減少し、rPrP除去に腎
臓が重要であることが示された。PrPresはSAF静注後は緩やかに
除去された。

/ 異型ク に同じ/ 異型ク に同じ/ 異型ク ヒ ジのリ ビナ ト （ ）のヒ ジにおける血 液クリ ラ90007 2008/
09/26

80498 感染 56th Annual
Meeting of the
American-
Society-of-
Tropical-
Medicine-and-
Hygiene 1044

ヒト顆粒球アナプラズマ症(HGA)の発生率は、1999年以来2倍と
なった。原因病原体のAnaplasma phagocytophilumによる血液の
安全リスクを調査するため、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット
州及びマサチューセッツ州の血液ドナーのA. phagocytophilumに
対するヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年に採
取された15,828ドナー血清中432例（2.7%）が抗体陽性であった。
比較的高い陽性率が持続していることから、更なる調査が必要で
ある。

/ 感染 に同じ/ 感染 に同じ/ 感染 ヒト顆粒球 ナプラズ 症( )の発生率は 年以来 倍と90045 2008/
10/29

80668 感染 Transfusion
2008; 48: 1739-
1753

最近米国で承認された2つのフィブリノゲンおよびトロンビンについ
て、HIV、HCV、HBV、HAV、パルボウイルスB19およびvCJDに関
する病原体感染リスクを評価した。これら血液製剤の製造過程で
は2つの異なった不活化および除去工程が使われている。全製剤
とも1バイアル当たりの残存する病原体感染リスクは極めて低いこ
とが示された。

37

/ 感染 に同じ/ 感染 に同じ90014 2008/
09/29

80517 感染 Transfusion
2008; 48: 304-
313

血小板濃厚液におけるUVC照射の病原体不活化能を検討した。
UVC照射は、血小板の品質に影響を及ぼさずに、細菌（表皮ブド
ウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸菌）ならびに伝播性胃腸炎ウ
イルスなど広範なウイルス（HIVおよびシミアンウイルス40を除く）
を不活化することができた。しかし、HIVのような血液感染性ウイ
ルスに対応するには、UVC法をさらに最適化することが必要であ
る。

/ 感染 血小板濃厚液における 照射の病原体不活化能を検討した/ 感染 に同じ90014 2008/
09/29

80517 感染 Transfusion
2008; 48: 697-
705

欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよびUVAによる
フォトケミカル処理(PCT)過程のプロセスバリデーション試験を
行った。フィブリノーゲンおよび第VIII因子はPCTにより平均26%減
少したが、治療用血漿として十分なレベルを保持していた。他の
凝固因子は対照FFPのレベルの81-97%であった。PCT処理済FFP
中の凝固因子が治療用血漿に関する欧州規制および国内基準
の範囲内に保持されることが示された。

/ 感染 欧州の の血液セ タ における トサ および による/ 感染 に同じ90014 2008/
09/29

80517 感染 Vox Sanguinis
2008; 94: 315-
323

アモトサレンと紫外線A波で光化学処理した血小板（PCT-PLT）の
輸血に関連する有害事象を調べるために能動的血液安全監視プ
ログラムを実施した。患者1400名に7437件のPCT-PLTが輸血さ
れ、その内、68件が有害事象と関連付けられた。PCT-PLT輸血に
関連した急性輸血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であっ
た。
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/ 感染 トサ と紫外線 波 光化学処理した血小板（ ）の/ 感染 に同じ90014 2008/
09/29

80517 感染 Vox Sanguinis
2008; 95(Suppl.
1), 2A-S01-02

化学的または光化学的遺伝子修飾に基づいた血液製剤中の病
原体不活化（PI)は広範囲のスペクトルの予防的アプローチであ
る。溶媒界面活性剤（SD)およびメチレンブルー法は欧州の多くの
国で使われている。アモトサレン(Intercept)、リボフラビンを用いた
新しい方法が導入されている。リボフラビン、UVおよび可視光線
を用いる血小板(PC)、血漿および赤血球のためのPI法が開発中
である。

38

/ 感染 化学的または光化学的遺伝子修飾に基づいた血液製剤中の病/ 感染 に同じ90040 2008/
10/24

80645 狂犬病 ProMED-
mail20080826.26
60

1990年から2007年の中国における狂犬病発生傾向を調べた研究
によると、最近8年間でヒト狂犬病症例数が急激に増加したことが
明らかとなった。ヒト狂犬病は1990年から1996年の間は全国的な
狂犬病ワクチン接種プログラムにより抑制され、わずか159症例
が報告されただけであるが、2006年は3279症例と激増した。

39

/ 狂犬病 年から 年の中国における狂犬病発生傾向を調べた研究/ 狂犬病 に同じ/ 狂犬病 に同じ/ 狂犬病 に同じ/ 狂犬病 に同じ90014 2008/
09/29

80517 原虫感
染

Emerg Infect Dis
2008; 14: 1013-
1018

リーシュマニア症は生物媒介性疾患で、南ヨーロッパに定着して
おり、毎年700例近く、トルコを含めると3950例のヒトでの感染が報
告されている。無症候症例は臨床症例の30～100倍とみられ、ま
た飼い犬の血清陽性率は25%と推定される。薬剤耐性Leishmania
infantumがイヌを介して拡大するおそれもある。全ヨーロッパレベ
ルでの研究が必要である。

40

/ 原虫感 リ シ 症は生物媒介性疾患 南 パに定着し/ 原虫感 に同じ90013 2008/
09/29

80516 細菌感
染

American
Society for
Microbiology
108th General
Meeting 2008年6
月1-5日

マサチューセッツの医療センターで品質管理のため使用された廃
棄製剤、使用期限切れロット、アフェレーシスの残りの人血清アル
ブミン製剤を入手し、クラミジアの有無を調べた。その結果、PCR
及びウエスタンブロットにより、4社の20製剤全てにおいてクラミジ
アの存在が確認された。また、in vitro培養を行ったところ11検体
（55%)でクラミジア生菌が生育した。

41

/ 細菌感 サチ セ の医療セ タ 品質管理のため使用された廃/ 細菌感 に同じ/ 細菌感 に同じ/ 細菌感 に同じ90030 2008/
10/23

80632 細菌感
染

Transfusion
2008; 48: 1520-
1521

骨髄異形成症候群と汎血球減少症の79歳男性が、血小板輸血と
続いて赤血球1単位の輸血を受けた。　40分後に39.6℃の発熱、
硬直、背部痛、低血圧および低酸素症を呈し、輸血は中止され
た。患者は抗菌剤による治療で回復した。患者の血液および赤血
球バッグの残存物からStreptococcus pneumoniae血清型4が検出
された。赤血球輸血によるS pneumoniae感染の初めての症例で
ある。

42

/ 細菌感 に同じ90014 2008/
09/29

80517 細菌感
染

Vox Sanguinis
2008; 94: 193-
201

ルックバック調査でPropionibacterium acnes汚染が推定される血
小板濃縮製剤(PC)の保存から輸血までを追跡したところ、輸血後
の有害事象は見られなかった。In vitro試験でプロピオン酸菌属の
臨床分離菌をPCに接種し、好気的に22℃で10日間保存という条
件下での生育を調べたところ、細菌の生育は緩慢か生育を認め
なかった。プロピオン酸菌属はPC保存条件下では増殖しないた
め、検出されないか、輸血後に検出されると考えられた。

/ 細菌感 クバ ク調査 汚染が推定される血/ 細菌感 に同じ
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90014 2008/
09/29

80517 細菌感
染

第56回　日本輸
血・細胞治療学
会総会　2008年
4月25-27日
WS-3-3

血小板濃厚液の輸血後に、TRALI様の急性呼吸不全と髄膜炎を
併発し、血小板残液からBacillus cereusが検出された症例の報告
である。TRALI様の急性呼吸不全を呈した際は、輸血後感染症も
視野に入れた対応が必要である。髄膜炎併発例の報告はこれま
でに無いが、輸血後感染症治療では髄液移行性も考慮した抗生
剤選択が求められる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行
することが、診断及び同一菌株の証明に重要である。

/ 細菌感 第 回 日本輸 血小板濃厚液の輸血後に 様の急性呼吸不全と髄膜炎を/ 細菌感 第 回 日本輸 に同じ90040 2008/
10/24

80645 手足口
病

WHO
Represetative
Office in China
2008年5月19日

2008年3月下旬、中国Anhui省Fuyang市で未就学児3名が重症の
肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15名の小児が同
様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテロウイルス71による手
足口病と確定された。同市では、3月1日から5月9日の間に、6,049
例報告され、353例が重篤で、22例が死亡した（致死率0.4%）。患
者数は、4月の初めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月
5日以後減少した。

90014 2008/
09/29

80517 梅毒 SignOnSanDiego.
com　2008年3月
26日

カリフォルニア州サンディエゴ郡の年間梅毒症例数は、最低となっ
た2000年の28例から昨年（2007年）は340例まで急増した。州の他
の大都市の郡と比べて非常に急激な増加である。増加率は州全
体の2倍以上、全国の3倍以上になる。州から派遣された5名の専
門家チームは、梅毒と診断された人々と連絡をとって、性的パート
ナーを探し、検査を受けるよう勧めている。

/ 梅毒 カリ 州サ デ ゴ郡の年間梅毒症例数は 最低とな/ 梅毒 に同じ
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